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【はじめに】 

 AlGaN/GaN HEMT のドレイン電流 MCTS測定により、窒素位置炭素(CN)に起因するエネルギー準位 Ev

+0.9 eV 前後の正孔トラップ H1が観測されることを報告してきた[1,2]。さらに、MCTS 信号は、主トラッ

プとして H1を含む複数の正孔トラップからなることを明らかにした[3]。H1以外の正孔トラップの検出は、

短い光パルス幅の MCTS信号に明瞭に現れる。今回は、各正孔トラップの光パルス幅依存性を評価したの

で、報告する。 

【実験方法】 

 本研究で用いられたデバイスは、100 mm径の Si基板上に MOCVDで成長された AlGaN/GaN HEMT上

に製作された。MCTS 信号は、一定のゲート、ドレイン電圧印加下で、光パルスの光源として GaNのバン

ドギャップ以上の波長 355 nmの LED を用い、光オフ時のドレイン電流過渡応答を測定することにより得

られる。光パルス幅は 2 msから 20 sの範囲で変化させた。 

【実験結果】 

 図 1に各光パルス幅において測定された 300 K一定温度MCTS 信号を示す。低時定数側でのブロードは

成分に加え、光パルス幅 200 ms では二つのピークが観測される。図 2は光パルス幅 10 s における一定温

度MCTS信号を、H1 (Ev+0.90 eV)と他 2つの信号成分 A と Bでフィッティングした結果である。トラッ

プ A (中心エネルギー準位 Ev+0.70 eV, FWHM=0.149 eV のガウス分布)、B (Ev+0.78 eV)の時定数はそれ

ぞれ 0.5 s 、124 s である。図 3 に、各パルス幅の MCTS 信号のフィッティングから得られた光パルス幅

依存性を示す。この光パルス幅依存性からのトラップ濃度の求め方については当日詳細に示すが、H1, A, 

B の順に 4.1×10
9
 cm

-2、 1.6×10
9
 cm

-2、4.7×10
9
 cm

-2と求まった。 

【まとめ】 

300 K一定温度 MCTS 信号を解析した結果、炭素関連結果 H1 (Ev+0.90 eV)を含む A (Ev+0.78 eV)、B 

(Ev+0.70 eV)のトラップを検出した。トラップ B は中心エネルギーEv+0.7 eV、半値幅 0.149eV のガウス分

布をしていて、転位関連欠陥の可能性がある。トラップが HEMTに特有な物なのか、n-GaNショットキー

ダイオードの MCTS 測定との比較を行い、検討する予定である。 
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Fig. 2. Fitting of the MCTS 

spectrum with three components. 
Fig.1. Light pulse width 

dependence of MCTS spectra. 

Fig. 3. Light pulse width 

dependence of three components. 
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